
 「この最も小さなひとりに・・・」 

福音史家聖ヨハネ布教修道会 Srマグダレナ 三ヶ部女久美 

 本当は都立高校に進学したかった私は、当時の入試制度では最重要だった内申書に

致命傷となる成績を残してしまい、縁あってミッションスクールに入学することになりま

した。毎朝、聖歌を皆で歌い、毎週シスターによる聖書のお話がある 3 年間でした。さし

て熱心にお話を聴くこともなかった私ですが、「わたしの兄弟であるこの最も小さな一人

にしたのは、わたしにしてくれたことなのである」（マタイ 25：40）は印象深く残りました。 

 

 時が流れ、社会人になって洗礼の恵みをいただいた私は、思いがけず聖ヨハネ会で

修道者となる道へと導かれ、これまで聖ヨハネホームと富士聖ヨハネ学園で、認知症や

寝たきり状態の高齢の方々や知的障がいを抱えた方々と暮らしてきました。 

 

派遣の度に私の心に浮かぶのは、マタイ 25 章のあのみことばです。少しでもイエス様

に仕える気持ちで働きましょうと努めてはきましたが、だんだんに私の中の聖句の実感

が変わってきたのです。私がお世話したりお手伝いをしているはずの方々が、むしろ私

を慰めたり励ましたり、自分の思い込みに気づかせ、迷い道から引き戻してくれました。

その方々は、人の基本形を生きているようにも思えます。与えられた生を疑うことなく、

ひたすら今日を生きるという姿を見せ、嬉しいこと悲しいことをそのまま受け取り、ケン

カしていたかと思うと涙する相手を抱きしめて一緒に笑う・・・・この方たちを神様は放っ

ておけるはずがないと感じます。それぞれの最後の時に神様は、この世における歩みを

ねぎらってくださり、そしてきっとこの方々は言うでしょう。「主よ、いつ私があなたをお

手伝いしましたか？人から助けてもらわねば生きられない一生でしたが」と。その時主は

「私の兄弟であるこの最も小さな一人にしたのは、わたしにしてくれたことなのである」

と、自覚なく誰かを支えたような方々に、深いいつくしみをもって、このみことばをかけ

てくださるように思えるのです。このような方々の存在ゆえに人や社会が底で支えら

れ、神様のゆるしやあわれみ、祝福と恵みを注がれている現実があ

るように感じます。「人の思いをはるかに超える」神様の思いやま

なざしを、ありありと見せられるのが天国でもあるように思いま

す。 

先日、夕食直前の忙しい時間に「マリア様のところに行く」と大声

を上げ続ける方があり、根負けした私は一緒に玄関の無原罪の聖

母像まで行きました。手を合わせたその方はニコニコしながら「マリ

ア様、やきそばおいしかったね。また食べましょうね」と話しかけて

寮に戻りました。両手を広げたマリア様もにっこり微笑まれていま

した。  
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富士吉田教会委員長退任挨拶 

フランシスコ・アシジ（志村） 

 主題について、先ずはご協力頂きました事に、お礼申し上げます。 

本来ならば一人一人にあいさつ回りをしたいところですが、このよう

な形で失礼致します。この一年数か月、教会の内容も余り理解していな

い私にいろんな場面で指導して頂いたことを思い起こしています。 

 ただ、これからも富士吉田教会の信徒として皆様のご指導を賜り、信

仰生活をより充実したものに成る様努めて参ります。教会はキリストの

身体であり、キリストに抱かれ心の平安と多くの恵みを頂くところです

が、暫くの間ミサに参加できませんが、又皆様と信仰を深めるため一緒

にお祈りを捧げたいと思っておりますのでその節はどうぞ宜しくお願い

致します。       神に感謝！！ 

 

ご挨拶 

委員長代行 佐藤光良 

この度志村委員長の退任により、千葉神父様から「残りの任期を委員長代行として務

めてくれ」と依頼され、これも神様の思し召しかなとお引き受けしました。 

 

この教会に移籍してまだ 4 年足らずですが、皆様の温かい包容力で、永く通っていた

ような親しみを感じて溶け込んできました。来た頃はもうコロナ禍の中で、皆様マスクを

付けられていましたので顔の上半分しか見ることができません。そんな中でもお茶を飲

んだりしたときにお顔を拝見して、親しみを深めてきました。 

 

建築士という仕事柄、営繕でお手伝いできないかなと思い、何かと出しゃばってきま

したが、委員長代行ではそうはいきません。皆様のご支援あってこその教会運営だと身

が引き締まる思いです。何はともあれ、皆様が素晴らしい交流を重ね、イエス様のみ旨に

叶いますように、来年の任期終了までご協力の程宜しくお願い申し上げます。勿論、早い

話で恐縮ですが、次の委員長へのご協力を私以上に宜しくお願い申し上げます。これか

ら、「感謝と喜びの集い」や「降誕祭」と重要な催しがやって参ります。皆様のお力で、素晴

らしい年末を迎えましょう。神に感謝!! 

 

小山田さん転居のご挨拶 

 この度、新しい仕事のために大阪府に引越しすることにいたしました小山田と申しま

す。2014 年の 5 月末からカトリック富士吉田教会に通い始め、2017 年に洗礼を受け

ました。 

宗教的な当たり障りのない興味から複数の宗教集団を訪れようと決めていましたが、

カトリック教会の活動に協力していくことを決意しまして、今に至っています。信仰につ

いて言葉で表現することが求められているかも知れません。それよりも一般の人々の



様々な発言について、9 年以上、教会に通い続けるクリスチャンの立場から、謙虚さと反

語の虚飾と、そして教会の門を叩くことについて、長々と語ってみます 

一般に言って、何等かの宗教における自分自身の信仰を美辞麗句やレトリックに包ん

で表明するやり方は、日本においては太平洋戦争後、1990 年頃まで主流だったのかも

知れません。しかしその後、オウム真理教以降の宗教者を名乗る集団の過ちや、インター

ネットの発達で、己を謙虚に受け止めるとか謙遜するなどとは真逆の方向で、今の言葉

でいうところのマウントを取る、つまり虚飾そのものであるか、虚飾と受け止められると

気づいていないかのような言葉を、互いに競い合うかのような文言が匿名掲示板や

SNS で、謙虚さとは真逆の方向に発言されて、一時的、短期的に勢いを増したとして、

長期的にはその人自身が結局、社会の中で小ささをまるで際立たせるかのように小さく

なっていく様を見ているといろいろと感じるところがあります。 

良いものの言い方で中味の実行が伴わない場合も、虚飾にまみれた言い方をする人

も、その人自身を弱くしていくことを、たびたび感じることもありました。伝統的な意味

で中庸さを表現する謙虚さが現代の科学技術社会で通用しているところを偶然に観測

してしまうと、まさにイエス様が肉体を持っていた時代に、周囲の人々に説かれた 2000

年程度前の頃と、人間社会は本質的なところで変わっていないことも多々あると、聖書

を読みながら感じることもありました。 

ただ、「ハングリーであれ、愚か者であれ」というスティーブ・ジョブスの言葉は、有名で

はありますが、私個人としては聖書の意図するところと矛盾しているわけではないと思

っています。何か新しいことを挑戦する際に、その新しい内容について完全に知ってい

るならそれは挑戦とは異なるものでしょうし、知っていると思い込むことで、実は全くに

近いほど知らないのに、自分が現実を正しく把握しているかのように錯覚してしまい、そ

れが積もり積もって巨大で致命的な失敗を招くこともあるでしょう。つまり謙虚さを装

う虚飾です。その人自身も気付いていないのです。これは警戒に値する虚飾でありまし

て、だからこそ「愚か者であれ」という言葉は、一定の箴言だと評価に値すると思うので

す。 

これ読む、一般のクリスチャンでない人は、クリスチャンを知っているつもりで、本当に

充分に知っているのでしょうか。知っているつもりで、それが自分の虚飾になっているこ

とに気付いていないのかも知れないことに、気付けてないかも知れないのではないでし

ょうか。であれば、スティーブ・ジョブズが「愚か者であれ」と言ったように、そもそも無宗

教を自他共に認めていても教会の聖堂の門を叩いてみることは、あなたの虚飾を破壊

する、勇気ある一撃なのではないでしょうか。それで、幻滅して拍子抜けするにしても、

涙を流すほどの感銘を受けるにしても、自分自身が虚飾に陥るリスクを小さくできるこ

とは確かです。このようなことが起こるなら、聖書の預言的な文言について、「愚か者で

あった」ために、むしろあなた自身の洞察が深くなっていくことでしょう。 

私も「スティーブ・ジョブズ」が「ハングリーであれ、愚か者であれ」と言ったかのよう

に、引越し先の近くのカトリック教会の門を叩いてしまうこともあるかも知れません。 

 

令和五年十月十一日 

小山田 匡宏 

 

 



 １０月信徒の集い  2023.10.8 参加者 11 名 

1.【2024年度予算承認】 

＊本年度収入に関してミサ献金は予算を達成できそうだが、月定献金・修繕積立金共に

厳しそうである。よって各々減額して作成。支出は布教教化の一環として研修参加、教会

ボランティア活動のため自動車諸経費等が増える見込み。また電気料金を始めとして水

道光熱費を増額した。詳細は信徒館の「教会委員会議事録」にとじ込んでありますので、

ご覧ください。 

2.【信徒の交通費支給について】 

＊研修及び奉仕活動のため、交通費が発生した方々のために、財務の方で申請書を作成

したので、そのフォームに則って自己申告してほしい。ただ、ガソリン代については直近

のレシート（やむを得ない場合はコピー）添付のこと 

3.【教会連絡網、地区別 LINEについて】 

＊情報を提供するだけで返信はしない方向でお願いしたい。今後、緊急の場合だけ別の

LINE作ることも視野に教会委員会で検討していく。 

＊各委員で発信したいことがあった場合は、司祭に相談の上、役員に連絡してもらい、各

地区世話役より各 LINEグループに発信することとしたい。 

4.【信徒館をミサ後の交わりの場とする件】 

＊現在は皆さんが通路の野菜売り場に集まっている。 

＊今後は野菜を信徒館の中で売ることとしたい。10/1告知して来週から実施する。 

＊皆が集まるようになったら、将来は色々な掲示物等を置くようにしたい。 

＊会議などは幼稚園を拝借して行う。たんぽぽ組（右側）日曜学校・もも組（左側）会議用 

＊幼稚園の使用申込書を作成する。後片付けの点検をお願い致します。 

5.【感謝と喜びの集い、70周年記念行事の件】 

＊幼稚園正門にあったマリア像は、幼稚園倉庫から出して展示。（少し修繕する） 

＊欲しい方がいらしたら差し上げる。希望がない場合は解体処分する。 

6.【おとずれ 500号について】 

（作成メンバー）栗原今朝夫《リーダー》・宮本二郎・小林恵美子・小松二三子 

・新井静香〔総責任者〕＊10月 14日（土曜日）10時から第一回話し合いを持つ。 

7.【その他】 

①小山田匡宏さん 11月転出。送別会ランチをフォレストモール河口湖にて行う。 

②10月 15日ロザリオの祈りの後、聖歌練習グループ話し合い 

  



「司祭とともに」から「あなたとともに」へ 

典礼委員長 曾根美香 

 ミサがはじまってすぐ、神父様の「主はみなさんとともに」という言葉の後に「またあ

なたとともに」と声を合わせて答えます。今までは「また司祭とともに」でしたので、つい

「しさ」まで言って、はっと思い「みなさんと」と言い直していたのが昨年の 12 月から 1

月あたりでした。今は冊子を見なくてもすんなり「あなたとともに」と言えるようになっ

てきました。慣れは大事ですね（笑） 

さて、司祭からあなたに変更したのはなぜか、という疑問については『新しい「ミサの

式次第と第一～第四奉献文」の変更箇所』１６ページに「司教や助祭に対して唱えるとき

には違和感があるという意見があり、再検討された。またラテン語規範版の直訳では「ま

たあなたの霊とともに」となるが「あなたの霊」では身体を離れた霊魂を連想させるなど

意味がつかみにくいため諸外国や他教派の式文も参考にして、これを聖書的語法に基づ

く全人的な表現と受け止め、「あなた」とした」とあります。 

 この応答は、奉仕「者」というよりは奉仕「職」の尊厳に向けられたものとなっていま

す。このあいさつと応答は「ともに集まった教会の神秘」を表す対話句としてその重要性

を持っています。 

私たちは、神様の招きによって、毎週日曜日にミサに与ります。ミサが私たちの日常生

活を照らし励ます大切な祭儀であることを実感しながら、積極的にミサに参加できたら

素敵ですね。 

ミサ奉仕者絶賛募集中です。朗読や聖歌隊、先唱など、一人でも多くの方に奉仕の喜

びを感じてほしいので、これならできる！という奉仕がありましたらぜひ典礼委員にお

声かけください！ 

お知らせ 

◎感謝と喜びの集い・70 周年記念パーティーについて 

＊遊休品回収・ビンゴの景品を 10 月 8 日（日）～11 月 12 日（日）信徒館集会室にて

集めます。（衣類以外の遊休品）ご協力をよろしくお願いいたします。 

＊例年どおり、野菜・皆さんの手作りの物・コーヒーコーナー・ダルクの焼きそば・日曜学

校（ポップコーン？）等、ネグロスのハガキ・クリスマスカード・おメダイ 

＊前日 11 月 25 日（土）準備 

＊渡辺裕成神父様は予定があり参加できません。 

 

◎聖歌隊より 

 兼ねてより検討中の、聖歌奉仕グループの名称が、“聖歌隊”と決まりました。練習は従

来通りミサの前、日曜日９時～に加えまして、第３日曜日ミサ後に歌唱指導いただくこと

となりました。とても勉強になります。聖歌隊のみならず、どなたでもご参加ください！ 

これまでのリーダーの小山田さんが転出されることになったため、男性隊員がお一人と

寂しくなっております。随時募集、積極的なご参加をお待ちしております。つきましては、

第３日曜日のお掃除は聖歌練習の後、聖歌隊が行います。何かありましたら連絡係：江守

までお願いいたします。 



◎教会奉仕に係る交通費支給につきまして 

 研修、教会奉仕に係る交通費は財務に申請用紙をご用意して

おります。遠慮なく申請してください。ガソリン代につきましては、

領収書のご用意をお願いいたします。また、仕分けの煩雑さを防ぐ

ため、月ごとにまとめたりせず、都度のご請求をお願い致します。 

財務担当 

 

教会記録 

◎転入 マリア・セシリア 菊池香織さん ようこそ（東京教区、田園調布教会より） 

◎帰天 フランシスコ 野口富吉さん 2023年 4月 13日 安らかにお眠りください。 

 

こ よ み 
11月 

日付 教会暦 行事内容等 
日曜

学校 
聖堂清掃/備考 

11/5(日) 年間第 31主日 墓参（富士河口湖霊園） 〇 河口湖・吉田 

11/12(日) 年間第 32主日 

七五三の祝福・ 

10:30～ AED講習会  

 信徒館・信徒の集い 

〇 都留・河口湖 

11/19(日) 年間第 33主日 クリスマスツリー飾り付け 〇 聖歌隊 

11/26(日) 王であるキリスト 感謝と喜びの集い 〇 山中・忍野・吉田 

※御ミサは毎週日曜 9:30開始です。変更ある場合のみ表に記載します。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

  イタリア語教室（月曜１０時）：11月６日、13日、20日、27日 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

12月以降の主な予定 

12/3(日) ：待降節第１主日 

12/24(日) ：待降節第４主日 

12/25(月) ：主の降誕 

12/31(日) :聖家族 

１１月のミサ奉仕 
日 先唱 第１朗読 第２朗読 香部屋 

5 東海林義夫 江守 香代子 葉山 恵 宮本 禮子 

12 大野 隆 長澤 泰 長澤 德子 曾根美香 

19 小林恵美子 曾根 慈原 ヴ ティ ホア 角 幸子 

26 佐藤 光良 東海林義夫 菊池香織 江守香代子 

 

 


